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時

事

開

顕

米

國

の
日

本

移

民

問

題

戸

田

海

市

一

米
國
に
於
て
は
戦
争
中
暫
ら
く
鎭
齢
し
て
居

っ
た
排
日
感
情

か
、
干
和
會
議
に
於
け
る
山
東
問
題
を
導
火
線

ε

じ
て
米
国
全
禮

に
爆
獲
し
π
か
、
之
ご
同
時
に
卒
素
米
国
の
排
日
運
動
の
急
先
鋒
た
る
加
州

に
於
て
は
、
同
州
に
於

け
る
日
本
移
民

の
脛
濟
的
獲
展
を
楓
抵
よ
り
顛
覆
せ
ん
ε
す
る
の
運
動
か
起

っ
た
。
加
州

に
於
け
る
日
本
移
民

の

纏
濟
的
獲
展

の
中
心
は
農
業
就
中
園
藝
的
農
業
て
あ

っ
て
、
移
民
の
懸
雫
か
之
に
徒
事
し
て
居

る
の
て
あ
る
が
、

既
に
千
九
百
十
三
年

に
市
民
権
を
有
し
得

さ
る
者
、
即
ち
實
際

に
於
て
は
同
州
の
日
本
移
民

の
土
地
取
得
を
禁
止

し
た
。
然

る
に
爾
来
日
本
移
民

か
會
砒
の
組
織
に
由
り
、
又
は
米
国
生
れ
の
子
女
の
名
義

に
由
り
土
地
を
取
得
す

む

に
至

っ
た
爲

め
、
此
の
如
き
法

の
精
沸
に
反
す
る
土
地
所
得
の
方
法
を
禁
止
す
る
の
み
な
ら
す

、
日
本
移
民

の
農

業
経
管
か
主
に
米
人
の
所
有
地
を
借
入
れ
て
賓
行

せ
ら
れ
つ
、
あ
る
か
ら
、
更
に
進
ん
で
其
借
地
権
を
も
奪
ふ
て

.農
業
上
企
業
者

ε
レ
て
活
動
す
る
こ
ε
を
全
禁
せ
ん
ε
す
る
の
運
動

か
起
り
、.
本
年
十

一
月

の
網
選
翠
を
機
會
巳

時
購
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題

第
+
巻

(第
五
號

四
九
》

六
四
五

研



戸

剛

,

時
事
問
題

.
来
國
の
日
本
移
民
問
題

第
十
巻

(第
五
號

王
0
)

六
四
大

し
て
右
の
禁
止
案
を
人
民
投
票
に
由
り
決
せ
ん
ε
し
つ
、
あ
る
。
同
州
の
事
情

に
通
す

る
者
の
多
く
は
此
禁
止
運

動

か
成
功
す

る
の
危
険
茜
た
人
な
る
こ
`
を
恐
れ
て
居

る
。
若
し
此
禁
止
か
貴
行

せ
ら
る

、
こ
ξ
、
な

っ
た
な
ら

は
、
同
州

に
於
て
日
本
移
民

か
多
年
の
奮
圃
に
由

り
漸

く
湛
築
き
上
げ
陀
脛
濟
的
地
位

か
全
く
顛
覆

せ
ら
れ
、
今

後
は
勢
働
者

ご
し
て
働
く
の
外
な
き
に
至
る
ε
同
時
に
、

一
旦
加
州

に
於
て
此
禁
止
運
動

か
成
功
す

る
ε
き
は
、

他
の
諸
州

に
於
て
も
続

々
同
性
質
の
運
動

の
起
る
こ
`
を
豫
期

せ
ね
は
な
ら
澱

従
来
米
國
に
於
断
る
日
本
移
艮
問
題
は
米
国
の

問
題
て
あ
る
ε

回
し
程
度

に

日
本
の
問
題
て
あ
る
ピ
考

へ
ら

れ
、
從

っ
て
此
問
題
を
公
正
に
解
決
す
る
分
責
任
も
日
米
両
国
か
牛
等
に
負
捲
す

へ
き
も
の
ε
考

へ
ら
れ
た
。
、其

結
果
ε
し
て
移
民

に
閲
し
何
れ
か
の

一
方
か
不
満
足
を
滅
す
る
ε
き
侭
、
自
國
の
責
任
を
反
省
す
る
よ
玩
も
寧
ろ

相
手
國
の
責
任
を
問
は
ん
ε
す
る
の
戚
情

か
先

っ
高
ま
り
、
多
年
両
国
民
の
問
に
相
互
を
批
難
す
る
の
議
論
か
交

換
せ
ら
れ
て
來
π
。
例

へ
は
米
国
側

か
ら
は
日
本
移
民

の
生
活
程
度

の
低
き
爲
め
、
勢
働
者

ε
し
て
も
小
企
業
者

ぎ
し
て
も
、米
人
ε
競
争
し
て
之
を
騙
逐
す
る
か
故

に
排
日
は
正
當
な
b
ε
主
張
し
、
之
に
饗
し
て
日
本
側
は
日
本

移
民

か
低
き
牧
人
に
て
米
人
ご
競
争
せ
る
時
代
は
既
に
過
ぎ
去

b
、
今
日
は
却

っ
て
同
種
の
職
業

に
従
事
す

る
歌

洲
移
民
よ
り
も
日
本
移
民

か
高
き
勢
銀
を
要
求

し
つ
、
あ
る
場
合
か
多
し
ご
の
事
質
を
塁
け
、
又
は
日
本
移
民

の
.

主
こ
し
て
従
事
し
つ
、
あ
る
農
業
は
、其
生
産
物
の
種
類
よ
り
見
て
も
亦
其
農
業
を
行

へ
る
地
方
か
ら
見

で
も
、
白

人

の
勢
働
`
住
居

ε
に
不
適
當
の
も
の
か
多
く
、
從

っ
て
日
本
移
民

か
白
人
に
饗
し
不
當

の
競
曾
を
爲
す

ご
主
張

,



す

る
の
は
畢
實
に
反
す

る
ご
反
駁
し
、
更
に
米
國
側
よ
り
日
本
移
民
は
他
の
廠

洲

移

民

`
異

っ
て
米
国
に
同
化

せ
さ
る
か
故

に
、
之
を
排
斥
す

る
は
米
國
の
権
利
な
り
ご
主
張
す
る
に
射
し
、
日
本
側
は
米
國
か
歓
迎
し
つ
、
あ
.

る
欧
洲
移
民

の
中

に
も
同
化
し
難
き
者

か
多
く
、
特
に
日
本
移
民
は
漱
脊
の
程
度
か
ら
見
て
も
、
叉
犯
罪
の
上

に

現
は
れ
た
る
道
徳
の
程
慶

が
ら
見
て
も
、
欧
洲
移
民

の
卒
均
に
勝
れ
る
優
良

の
者
て
あ
b
、
其
の
米
國

に
同
化
し

難
き
最
大
原
因
は
、
米
國

か
欧
洲
移
晟
に
謝

し
て
は
之
を
同
化
す
る
に
大
な
乃
努
力
を
爲
す

こ
ざ
を
惜
ま
さ
る
に
.

反
し
、
日
本
移
民
.に
射
し
て
は
人
種
的
偏
見
よ
り
し
て
公
私
種
々
の
迫
害
を
加

へ
、
以
て
自
か
ら
其
同
化
を
拒
否

す

る
か
爲
め
て
あ
る
ご
反
駁
す

る
`
云
ふ
か
如
く
、
各
相
當
の
根
擦
あ

る
議
論
を
交
換
し
て
互
に
相
譲
ら
す
、
彼

我
共

に
此
問
題

か
新
聞
雑
誌
に
於
て
盛
ん
に
諭
せ
ら
れ
た
の
み
な
ら
す
、
之
に
閲
す
る
幾
多

の
書
物
も
出
版
せ
ら

れ
て
居
る
。
然
る
に
遊
楽
我
国
民
は
此
問
題

に
勤
し
て
次
第
に
静
卒

の
態
度
を
探
b
、
之
を
以
て
我
國
の
問
題
た

る
よ
り
も
寧

ろ
よ
り
多
く
米
国
の
問
題

て
あ
る
ε
認
ぴ
る
傾
虜
か
張
ま

っ
て
來
た
。
現
に
今
回
の
排

日
運
動
の
如

く
根
底
よ
b
日
本
移
民

の
経
済
的
地
位
を
顛
覆
せ
ん
適
す

る
重
大
の
運
動
か
起

っ
て
も
、
我
國
民
は
比
較
的
齢
箏

に
米
国
民

の
之
に
封
ず

る
態
度
を
眺
功
っ
、
あ
る
。
叉
之
を
批
評
す
る
に
し
て
も
以
前

の
如
く
之
を
我
国
の
直
接

の
利
害

ε
す

る
よ
り
も
、
汎
く
之
を
人
道
上
の
問
題
ε
し
て
取
扱
は
ん
ε
す
る
の
傾
向
か
見

へ
る
。
足

れ
即
ら
此

問
題
を
公
正
に
解
決
す
る
道
徳
上
の
責
任
か
圭
ε
し
て
米
国
民

に
存
す

る
こ
ε
を
認
め
た

る
も
の
に
外
な
ら

粗
ゆ

何
故

に
我
國
民

か
遊
楽
此
移
民
問
題

に
謝
し
て
此
の
如
く
艀
竿
の
態
度
を
探

る
に
至
っ
た
か
ε
云
ふ
に
、
海
外

時
事
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題

、

第
十
巻

(第
五
號

五
ご

六
四
七

一

画
.



時
事
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題

第
十
巻

(第
五
號

五
二
)

六
四
入

に
於
け
る
我
同
胞

の
幸
幅
を
希
ふ
の
情

か
衰

へ
だ
の
て
な

い
こ
ε
は
論
ず
る
ま
て
も
な
い
。
叉
必
し
も
国
民

か
種

種

の
重
大
問
題
に
忙
殺
せ
ら
れ
て
移
艮
問
題
を
顧
る
の
逗
な
き
か
矯
め
て
も
な
い
。
其
棋
本
原
因
は
第

一
に
我
國

民

の
海
外
移
住
・し
云

△
る
事
實
の
上
に
大
な
る
攣
化
を
生
し
た
こ
ご
、
第
二
に
海
外
移
住
に
關
す
る
国
民
の
思
想

か

「
般
の
掛
外
思
想
及
移
民
を
出
た
す
所
の
下
層
階
級

に
封
ず

る
肚
會
的
思
想
ε
共

に
人
な
る
愛
化
を
来
た
し
虎

こ
ご
て
あ
る
。
米
國
に
於
け
る
目
下
の
日
本
移
民
問
題
を
研
究
せ
ん
ピ
す

る
内
外
人
は
須
ら
く
先

っ
我
国
に
於
け

る
上
述
の
二
大
攣
化

に
着
眼
せ
ね
は
な
ら
ぬ

二

・吾
人
は
先

つ
我
國
の
海
外
移
茂
の
事
實
の
上
に
生
し
た
重
大
な
る
墜
化
を
指
摘
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
相
當
に
人
口

の
稀
密
な
る
国
民
か
謹
撰

の
餓
地
乏
し
き
農
業
を
主
だ
る
生
業
`
し
て
居
る
聞
は
、
人
口
の
塵
迫

に
苦

ん
で
多
く

の
移
民
を
出

発
す
ご
ざ
を
必
要

ご
す

る
か
、
工
業
の
進
歩
す
る
に
從
っ
て
移
.民
を
出
た
す
必
要
か
減
す

み
。
若
し

其
工
業
か
大
に
獲
達
す

る
ご
き
は
、
人
口
増
加
牽

か
依
然
`
し
て
減
少
を
示

ざ
、
る
に
係
は
ら
す
.
勢
働
の
需
用

か

「
層
急
速
に
増
加
し
て
外
囲
勢
働
者

の
來
佳
を
促
か
す
に
至
る
を
常

こ
す

る
。
我
国
も
以
前

に
は
人
口
の
塵
迫

に
苦
ん
な
か
ら
、
海
外
移
住

ε
云

へ
は
其
性
質

の
如
何
を
問
は
す
し
て
国
民

は
之
を
喜
ん
π
。
日
米
の
問
に
紳
士

協
約
か
成
立
し
て
我
移
民

の
米
国

に
饗
す

る
新
.規
渡
航
の
困
難
ε
な

っ
た
千
九
百
八
年

の
頃
に
は
、
此
協
約
は
我
■

國
に
取

っ
て
伺
ほ
相
當

の
苦
痛

ご
威
せ
ら
れ
た
。
然

る
に
其
後
我
国
の
工
業
は
可
な
り
の
速
度
を
以
て
進
歩
し
た

.

●



か

ら
人
口
過
剰
を
威
す
る
こ
ε
も
大
に
減
少
し
、
、特

に
欧
洲
戦
争
以
來
我
工
業
は
急
速

に
膨
脹

し
て
勢
働
の
需
用

か
激
増
し
た

か
ら
、
今
日
我
入
口
に
は
最
早
や
海
外
移
住
の
鯨
裕
か
多
く
存
在
し
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
如

き
は
渡

航
費
を
給
し
て
我
移
民
を
招
く
に
係
は
ら
す
、
之
に
慮
⊥
て
移
住
す
る
者
か
甚
だ
少
な
き
の
み
な
ら
す
、
.近
来
は

凾
内
に
於
け
る
勢
働
缺
乏
の
聲

か
到
る
慮

に
起
b
、
朝
鮮
勢
働
者

の
來
位
か
次
第
に
増
加
し
つ
、
あ
る
a
固
よ
り

戦
争
以
來
の
我
工
業
の
急
速
な
る
膨
脹
ε
之
に
伶

へ
る
労
働
需
用

の
激
糟
ご
は
異
常

の
現
象
て
あ

っ
て
、
今
後
不

景
気
の
時
代

か
來
だ
な
ら
は
幾

分
か
勢
働
の
過
剰
を
生
す

る
の
危
険
か
な

い
て
は
な

い
か
、
併
し
我
國

か
商
品
の

ロ

輸
出
ご
共
に
多
藪

の
移
民
を
出
し
て
経
済
を
維
持
す
る
こ
ε
を
必
要
ε
す
る
時
代
の
過
ぎ
去

っ
た
こ
ε
は
疑
を
容

れ
な

い
。
暴

れ
近
来
我
國
に
於
て
紳
⊥
⊥
協
約

τ
封
ず
る
不
年
の
聲
か
次
第
に
衰

へ
た
の
み
な
ら
す
、
最
近
に
我
敬

府
よ
り
自
獲
的
に
寝
具
結
婚

に
由
る
婦
女
の
米
国
移
住
を
禁
止
し
た
こ
ε
に
封
し
て
も
、
著
し
き
反
射
の
起
ら
な

か

っ
た
所
以
て
あ

る
。
固
よ
り
此
等
の
移
住
制
限
は
個
人
的
に
は
甚
し
き
苦
痛
を
生
す

る
場
合
も
あ
る
か
、
國
民

生
髄
よ
り
見

れ
ば
別
段

の
苦
痛
を
威
し
な
.い

過
卦

に
於
け
る
我
國
は
甚
し
く
資
本
の
缺
乏
に
苦
し
み
、
有
ゆ
る
手
段
に
出
て
外
国
よ
り
資
本
を
得
來
る
の
必

要
を
威

し
虎
か
、
我
國
に
は
外
資
の
輸
入
を
促
か
す
に
最
も
適
當
な
る
未
開
の
天
然
資
源

か
多
く
存
在
し
な
い
か

ら
、
他
の
後
進
國
の
如
く
自
然

に
外
資
の
流
入
を
見
る
こ
ご
か
出
來
な

か
つ
陀
。
職
孚
前

に
於
け
る
我
国
の
対
外

債
務
は
二
十
億

に
達
し
て
居
陀
ご
は
云

へ
、
是
ぽ
主
ビ
し
て
日
露
職
事

に
件

ふ
て
起

つ
た
敷
府
の
公
債

て
あ

っ
て

時
事
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題
.

第
十
巻

、(第
五
號

五
三
)

六
四
九

,



噌

`

時
事
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題

、

第
+
巻

(第
五
號

五
四
)

六
五
〇
.

不
生
産
的
の
も
の
て
あ
り
、
生
産
的
な
る
民
間
企
業

の
外
資
利
用
は
僅
少
の
部
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
散

に
此
時

代
に
は
海
外
移
民
よ
し
の
千
萬
圓
か
二
千
萬
圓
の
本
圃
逡
金
も
非
常

に
重
大
観
せ
ら

れ
た
。
特

に
我
國
の
貿
易
は

常

に
輸
入
超
過
の
傾
向

か
強
か
っ
た
爲

め
に
、
如
上
の
微
々
た
る
移
民
送
金
も
國
襟
的
決
済
の
均
衡
を
保

つ
に
鉄

く

へ
か
ら
さ
る
も
の
ざ
認

め
ら
れ
て
居
た
。
然
る
に
戦
争
以
來
裁
縫
潜
航
態
は
著
し
き
愛
化
を
呈
し
て
資
本
も
相

當
に
豊
富
嘘
な
り
、
叉
國
際
的
債
権
債
務
の
關
係
も
急
激
な
る
鹸
…出
超
過
の
爲
め
我
國

に
有
利
ε
な
b
、
從

っ
て

今
日
は
海
外

へ
勢
働
者
を
出
た
す
よ
り
も
、
資
本
を
出
し
て
諸
外
國
の
開
獲
を
寫
す

こ
ご
を
重
要
幌
す

る
に
至

っ

.π
。
今
日
の
我
國
は
世
界
諸
国
に
謝
し
て
門
戸
開
放
を
行

ふ
て
李
和
の

交
通
を

駕
す

こ
蓬
を
要
求
し

つ
、
あ
る

か
、
其

の
門
戸
開
放
の
要
求
ご
は
移
民

に
勤
し
て
互
に
門
戸
を
開
放
す

る
こ
己
よ
り
も
、
寧
ろ
我
商
品
ご
資
本
投

下
ε
に
謝
し
て
門
戸
を
開
放
す
る
こ
ε
を
意
味
す

る
の
て
め
る

諸
外
國
の
天
然
資
源
に
封
ず

る
我
国
民

の
思
想

か
近
来
大
に
愛
化
し
把
こ
ε
が
、

一
般
対
外
思
想
の
上
に
著

し

き
攣
化
を
來
陀
七
、
從

っ
て
又
掛
外
事
件
ざ
し
て
の
移
民
問
題
の
見
方

に
も
攣
化
を
來
た
す
に
至

っ
た
。
袖
民
の

生
存

に
必
要
の
天
然
資
源

に
缺
乏

せ
る
我
国
は
、
滑
極
的

に
汎
く
諸
外
国
よ
り
食
物
原
料
を
自
由

に
供
給
せ
ら

る
.

る
こ
ε
を
欲
す
る
の
み
な
ら
す
、積
極
的
に
其
富
源
開
獲
の
事
業
に
従
事
す

る
こ
ε
を
も
希
望
す
る
の
て
あ
る
か
、

以
前
の
外
資
輸
入
時
代

に
は
我
國
よ
り
資
本
を
出
た
七
て
外
國
の
富
源
を
開
獲
す
る
こ
ε
か
殆

ん
ご
不
能
て
あ

っ

た
。
故

に
例

へ
は
日
露
戦
争

の
結
果
ε
し
て
満
蒙
に
獲
得
し
た
る
勢
力
範
囲
、
即
ち
政
治
上
の
カ

に
由

り
外
囲

の

F



一

・富
源

に
封
七
て
獲
得
し
た
る
凋
古
文
は
優
先
権
を
経
済
よ
よ
り
非
常

に
重
要
覗
し
た
か
・
自
國
の
資
力

に
由
り
外

國
の
富
源
を
利
用
す

る
能
力

の
相
當

に
増
加
し
た
今
日
に
於
て
、
國
民
は
最
早
や
政
治
上
の
力
に
由
b
外
國
の
富

源
利
用

の
特
権
を
獲
得
す

る
こ
ご
を
重
要
幌
し
な

い
。
此
方
法
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
世
界
よ
b
猜
疑
の
眼

を
以
て
硯
ら
れ
、
叉
實
際
に
国
際
的
紛
擾
を
惹
起
す
こ
ε
を
免
れ
な

い
も
の
て
あ

っ
て
、
富
源
開
殿
の
事
業
を
進

行
せ
し
む
る
に
は
大
な
る
妨
害
て
あ

る
。
故
に
海
外
の
投
資
起
業
に
付
て
國
民
は
成

る
へ
く
政
府

の
干
渉
に
由
ら

す
し
て
之
を
行
ふ
こ
ご
を
希
望
し
つ
、
あ
る
か
、
只
た
未
開
の
天
然
資
源
を
豊
富
に
領
有
す
る
所
の
諸
大
國
か
、

之
を
自
国
民
の
利
益
の
爲
め
に
凋
占

し
て
他
国
に
黝
し
之
を
閉
鎖
せ
ん
ε
し
、
之
か
矯
め
他
の
國
民

の
生
存

か
脅

か
さ
る
、
も
顧
み
さ
ら
ん
こ
す
る
・こ
ε
、
恰
も
肚
會
的
責
任
を
威
せ
さ
る
冷
酷

の
富
豪
か
自
己
の
財
産
を
管
理
す

る
ε
同
様

の
釈
を
呈
せ
ん
巴
す

る
の
傾
向

の
強
き
駕
め
、
我
国
民
も
渦
虫
に
於
て
政
治
上
の
力

に
由

っ
て
得
た
る

勢
力
範
圃
の
保
持

に
強
風
執
着
す
る
の
て
あ
る
。
我
國
ε
利
害
關
係
の
特
に
密
接
な
る
支
那
か
、
其

の
輸
出
品

に

甥
し
て
輸
出
挽
を
課
す
胤
の
み
な
ら
す
、
我
國

の
最
も
必
要

ε
す

る
米
に
罫
し
て
に
永
久
的

の
輸
出
禁
止
を
行

ひ
、

之
か
爲
め
に
自
國
の
農
業
の
獲
展
を
根
本
的
に
阻
碍
す

る
こ
ご
を
も
顧
慮
せ
さ
ス
・
か
如
き
蓄
式

の
政
策
を
固
執
す

る
の
み
な
ら
す
、
鑛
物
就
中
鐵
鑛
の
缺
乏
せ
る
我
國
の
必
要
を
無
親
し
て
、
外
國
人
の
支
那

に
於
け
る
鑛
業
投
資

を
妨
害
す

る
制
度
を
設
く
る
か
如
き
門
戸
閉
鎖
政
策
を
探
れ
る
こ
ε
は
、
實
に
我
國
民

の
支
那
に
於
け
る
既
得

の

勢
力
範
園
の
保
持
を
重
要
観
せ
し
む

る
最
大
原
因
て
み
る
。

時
事
問
題

果
圃
の
日
本
移
民
問
題

第
十
巻

(第
五
號

五
五
)

六
五
「



時
事
問
題

米
国
の
貯
木
移
民
問
題

第
十
巻

(第
五
號

五
六
)

六
五
二

.
以
上
の
如
き
重
大
な
る
纒
濟
上
及
調
外
思
想
上
の
攣
化

か
、
我
國
民
の
海
外
移
住
に
關
す
る
思
想

に
人
な
る
墜

化
を
生
せ
し
む
る
に
至

っ
た
こ
左
は
當
然
て
あ
る
か
、
此
外
海
外
移
民
を
出
た
す
所

の
階
級
た

る
下
層
民

に
封
ず

る
肚
會
的
思
想
も
最
近

に
至

っ
て
急
激
の
璽
化
を
呈
し
、
從

っ
て
文
園
民
の
移
民
問
題
に
劃
す

る
態
度
に
も
攣
化

を
生
す
る
に
至
っ
た
。
若
し
も
今
日
禽
ほ
我
國
か
年
々
多
数
の
移
民
を
海
外
に
出

し
つ
、
あ
る
な
ら

は
、
、国
民

の

勤
外
思
想
及
肚
會
的
思
想
の
上
に
愛
化

か
起

っ
て
も
、
荷

ほ
国
民
は
海
外
移
住
を
以
て
重
大
な

る
国
家
的
利
害
の

問
題
ピ
せ
さ
る
を
得
な
い
て
あ
ら
う
か
、
既
に
我
国

に
は
多
く
の
移
民
を
山
元
す

の
飴
裕
も
な
く
、
特
に
米
国
に

劃
し
て
は
紳
士
協
約
及
寝
藁
結
婚
禁
止
に
由
り
新
た
に
移
民
を
出
た
す
こ
ご
の
殆
ん
ε
消
滅

せ
ん
ε
す

る
今
日
に

於
て
は
、
日
米
間

の
移
民
問
題
は
過
去

に
於
て
.移
住
し
だ
る
我
同
胞

の
幸
福
に
局
限
せ
ら
れ
た
問
題

`
な
る
の
て

あ
る
。
然

る
に
此

の
渦
虫
の
移
民
は
今
日
は
宇
は
日
本
人
た
る
`
同
時
に
宇
は
米
国
人
て
あ
り
、
從

っ
て
之
か
待

遇
を
如
何
に
す

へ
き
ゃ
は
米
国

の
内
政
問
題
だ
る
の
性
質
を
帯

ふ
る
こ
ε
か
強
く
、
以
前
の
如
く
其
待
遇
の
如
何

か
我
国
よ
り
新
た
に
移
民
を
逡
り
出
た
す
の
難
易
に
關
係
を
有
し
な

い
。
過
去

に
於
て

一
方

に
米
國
は
未
開

の
富

源
を
開
獲
す

る
か
爲
め
、
特
に
白
人

の
住
居
や
勢
働
に
不
適
當
な
る
地
方
や
事
業
の
爲

め
に
日
本
移
民
を
有
用

の

も
の
ε
し
て
之
を
歓
迎
し
、
他
方
に
は
國
内

に
於
て
生
活
難

に
苦
し
め
る
我
下
層
民
も
新
世
界

に
於
て
自
己
の
運

命
を
開
拓
せ
ん
こ
し
て
米
国
に
移
住
し
た
の
て
あ

っ
て
、
當
聴
吾
人
は
同
胞
の
海
外
移
住
を
以
て
自
国
の
野
外
経

済
的
獲
展
の
重
要
な
る

一
形
式

ε
認
め
る
傾
向
か
強
く
、
魅
し
も
移
民
自
身
の
新
生
活
か
眞
に
幸
幅
の
も

の
亡
な



暫

b
得

る
や
否
や
を
多
く
顧
慮
す

る
の
逗
を
有
た
な
か
っ
た
の
て
あ
る
。
然
る
に
.今
日

の
吾
人
は
海
外
移
住
を
以
て

純
粋
に
移
住
者
の
個
人
的
利
害

の
問
題
て
あ
る
ε
認

め
、
以
前
の
如
く
之
を
以
て
同
時
に
我
國
力
の
掛
外
獲
展

ε

し
て
喜

ふ
の
情
は
大
に
衰

へ
た
。
吾

々
は
最
早
や
.我
同
胞
か
人
種
民
族

の
異

れ
る
他
国
に
移
住
し
、
其
肚
會
ε
能

く
融
和
し
て
幸
幅

の
生
活
を
鞍
む
こ
ε
の
困
難
な
る
か
如
き
場
合

に
も
、
荷

ほ
我
国
力

の
掛
外
獲
展
の
爲
め
に
犠

牲
こ
な

っ
て
移
住
す
る
こ
ε
を
奨
倒

せ
ん
ε
す
る
の
意
思
は
絶
対
に
存
在
し
な

い
。
否
な
完
全
の
勢
働
能
力
を
生

し
た
同
胞

か
海
外
に
去
り
、
其
空
位
を
塩
む
る
矯
め
に
朝
鮮
弊
働
者

の
入
り
来
る
近
来
の
状
態
は
甚
だ
憂
ふ

へ
き

も
の
に
あ
ら
す
や
ε
の
聲
か
次
第
に
高
ま
り

つ
、
あ
る
。
左
れ
は

過
去

に
於
て

米
國

に
移
住
せ
る
我
同
胞

に
關

し
、
吾

々
は
成
る

へ
く
速
か
に
彼
等
か
米
國
に
同
化
し
て
其

の
幸
幅
な
る
市
民

ご
な
胤
ご
ざ
を
希
ふ
の
外

に
何
等

ド

の
要
求
を
看
た
な

い
。
然

る
に
之
を
同
化
せ
し
む
る
根
本
の
力

`
、
從

っ
て
其
根
本
の
責
任
ご
は
米
國
に
存
す

る

の
て
あ

っ
て
、
吾

々
は
只
た
間
接

に
此
同
化
を
援
助
し
得
る
に
温
き
な

い

」

昌

我
國
に
於
け
る
海
外
移
住
の
現
象
ε
之
に
閲
す

る
國
民
の
思
想
ご
は
如
上
の
愛
化
を
呈
し
て
居
る
か
、
之
ざ
同

時
に
米
国

に
取

っ
て
も
日
本
移
民

の
庭
置
は
最
早
や
之
を
米
國
自
身
の
問
題
ε
し
て
慎
重
に
取
扱
は
ね
は
な
ら
ぬ

時
代

に
入

っ
て
居

る
。
然

る
に

一
般
米
人
就
中
排
日

に
熱
中
し
つ
、
め
る
加
州
人

か
果

し
て
此
事
實
を
意
識
遮
る

や
は
人
な

る
疑
問
て
あ

る
。
米
國
に
し
て

一
旦
日
本
移
民
を
受
入
れ
陀
以
上
は
、
之
に
謝
し
て
充
分
の
同
情

を
寄

時
事
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題

第
十
巻
.
〔第
五
號

五
七
∀
.
六
五
三

"

「



時
事
問
題

果
圃
の
呆

移
民
殿

第
+
巻

(第
五
號

五
八
)

査

四

せ
、
之
ε
圓
満
な
る
共
同
生
活
を
畳
む
爲
め
に
充

分
の
努
力
を
駕
す

こ
ざ
か
其
の
當
然

の
責
任
て
あ
る
。
便
り
に

日
本
移
民
は
好
ま
レ
か
ら
さ
お
人
種
な
り

冠
し
て
其
輕
濟
的
向
上
を
妨
げ
、
以
て
盆
之
を
好
ま
し
か
ら

さ
る
分
子

ご
す
る
か
如
き
従
来
の
勤
口
本
移
民
策
に
は
相
當
の
理
由

か
あ
る
ご
し
て
も
「
街
ほ
.藪
に
米
人
の
考

へ
さ
る

へ
か

.ら
さ
る
ば
米
国
に
生
れ
た
る
日
本
移
民
の
子
女
は
米
人
て
あ
る
こ
ε
て
あ
る
。
固

よ
り
此
中

に
は
未
だ
米
国
の
國

籍
を
取
得

せ
さ
る
者
も
あ

っ
て
法
律
上
其
の
総
て
か
米
国
民
て
あ
る
ε
は
云
は
れ
な
い
か
、
併
し
彼
等
は
日
本

に

來

っ
て
生
活
す

る
の
能
力
を
有
す

る
者
て
な
く
、
如
何
に
迫
害
を
受
け
て
も
米
国
肚
會
の

一
員

ご
し
て
生
活
せ
さ

る
を
得

さ
る
運
命
を
有
す
る
着
て
あ
る
。
此
の
如
き
日
本
移
民

の
子
女
は
加
州
に
付
て
見
る
も
既
に
移
民
総
数
の

二
割
を
出
て
、
居

る
か
、
近
年
日
本
移
民

か
本
國
よ
り
妻
を
呼
寄
せ
る
こ
ε
か
急
速

に
増
加
し
た
か
ら
、
今
後
日

本
移
民

の
聞
に
於
け
る
出
生
は
著
レ
く
増
加
レ
、
久
し
か
ら
す
し
て
米
國
に
生
れ
た
る
子
女
帥
ち
米
人
た
る
者

の

敷
か
日
本

の
国
籍
を
有
す

る
移
民

の
撒
を
陵
駕
す

る
に
至
る
て
あ
ら
う
。
今
日
の
如
く
米
國
か
日
本
人
π
る
移
民

を
迫
害
す

る
こ
ご
は
即
ち
米
人
た
る
彼
等
の
子
女
を
迫
害
す
る
こ
ε
に
外
な
ら
鳳
。
暴
れ
米
國
に
於
け
る
日
本
移

氏

の
問
題
か
日
本

の
問
題
た
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
米
國
の
問
題
だ
る
所
以
て
あ

っ
て
、
又
吾

々
か
米
国
の
迫
害

.

政
策
を
見

る
に
も
之
を
我
国
家
の
利
害
問
題
蓬
す
、る
よ
り
も
、
寧
ろ
汎
く
人
道
問
題
ざ
す
る
所
以
て
め
る

へ
　

加
州
に
於
け
る
日
本
移
民
の
過
宇
は
特
種

の
農
業
に
其
長
所
を
獲
撮
し
て
米
國
の
生
産

に
貢
献
し
つ
、
あ
る
β

若
し
米
国
か
之
を
他
国
の
移
民

ε
面
様
に
待
遇
す

る
た
け
の
度
量
か
あ

っ
た
な
ら
は
、
日
本
移
民
は

一
方
に
本
國

、
.

セ

「.



.

よ
り
の
新
規
移
住

の
潰
滅

に
由
b
て
次
第
に
本
國
き

の
交
渉

か
稀
薄

ビ
な
り
、
他
方
に
は
米
国
に
生
れ
て
米
国
に

敏
育

せ
ら
れ
た
る
彼
等
の
子
女

の
増
加
に
由
り
て
次
第

に
米
國
ε
の
交
渉

か
濃
厚
ξ
な
り
、
以

て
自
然
に
米
国
化

す

る
に
至
る
の
て
め
る
。
特
に
彼
等
は
勤
勉
な
る
農
民
て
あ
る
か
も
其
間
に
有
地
震
ど
な
り
又
借
地
震
に
成
功
す

る
者

か
壇
加
し
て
勢
働
者
た
る
の
地
位
を
脱
し
、
以
て
米
国
の
健
實
な
る
中
層
階
級
の

}
部
を
寫
す
に
至
る
の
て

.

あ
る
か
、
不
幸

に
し
て
從
來
米
国
は

日
本
移
民
の

向
上
に
謝
し
種

々
の

妨
害
を
加

恐

持
に
千
九
百
十
三
年
に

は
土
地
所
有
を
察
し
、
今
回
は
更
に
有
地
震

窪
し
て
も
借
地
農
ご
し
て
も
濁
立
企
業
者
た
る
こ
ε
を
不
能
な
ら
b

め
、即
ち
彼
等
の
長
所
を
獲
撮
す

る
こ
ε
を
妨
げ
て
故
ら
に
之
を
貧
困
無
智
㊨
人
間
た
ら
し
め
ん
ご
し
つ
、
あ
る
。

彼
等

の
子
女
は
米
国
人
て
あ
b
乍
ら
其
親
ε
共
に
此
の
如
き
迫
害
を
受
働
、
米
國
を
愛
し
得
さ
る
不
幸
の
人
間
ε

し
て
生
長
せ
さ
る
を
得
な

い
の
て
あ
る

、

米
国
は
人
口
増
殖
力
の
盛

ん
な
る

一
千
萬
人
の
黒
人
を
有
す

る
上
に
、
同
化

の
困
難
な
る
隊
洲

の
雑
多
民
族
よ

b
の
移
民
を
有
毛
、
特
に
最
近
に
は
此
等
の
移
民

か
過
激
、な
る
…労
働
運
動
の
重
大
の
要
素

ε
な

っ
て
米
国
の
地
位

を
困
難
な
ら
し
め
つ
、
あ
る
こ
蓬
は
、
吾
舟
の
米
国
に
謝
し
て
大
に
同
情
す

る
所
で
あ
る
。
故

に
吾
々
は
此
⊥
に

我
國
よ
り
新
規
移
民
を
迭
b
出
し
て
米
国
の
困
難
を

一
層
甚
し
か
ら
し
む
る
こ
ご
を
欲
し
な

い
。
暴
れ
吾
々
か
紳

士
協
約
を
忠
實
に
貴
行
し
、
叉
最
近
に
は
白
猿
的
に
爲
臭
結
婚

に
由
る
婦
女

の
渡
航
を
禁
止
し
た
所
以
て
あ
る
。

然
る
黒
米
圃
か
依
然
こ
し
て
日
本
移
民

に
劃
す
る
從
來

の
迫
害
を
止
め
さ
る
の
み
な
ら
す
、
更

に
盆
其
担
害

の
度

、

.

僻
事
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題

.

.

第
+
巻

(第
五
號

五
九
》

六
五
五

イ

.

帥



・

、

㌔

ヒ

時
事
問
題

米
國
の
呆

移
島

題

.

第
霧

(第
五
號

き

)

六
美

を
甚

し
く
し
、
以
て
米
国
肚
曾

の
構
成
上
健
實
な
る
分
子
ε
な
り
得

へ
き
者
を
故
ら
に
劣
悪
危
険
の
者

た
ら
し
め

ん
亡
す
る
か
如
き
、
自
殺
的
に
し
て
叉
非
人
道
的
な
る
政
策
を
探
ら
ん
ざ
し

つ
、
あ
る
こ
ポ
は
吾

々
の
理
解
し
得
.

,

さ
る
所

で
あ

る
。

故

に
我

國
の
開
題
た

る
よ

り
も
よ

り
多
く
米

國

の
問
題

ご
な

れ
る
在
米
日
人

の
待
遇

に
關

し
、
.

吾
々
は
妄
り
に
畿

の
行
動
に
干
穿

ξ

・
を
徴
す
る
看
て
は
な
い
か
、
肇

五
、々

は
棄

日
本
移
民
間
票

上
述
の
如
義

國
最

っ
て
意
義
を

憂

し
た
を

同
時
に
,
米
国
最

っ
て
も
嚢

を

憂

し
た
る
、
喜

米

人
に
警
告
し
て
其
反
省
を
促
か
す
こ
ご
は
、
米
国
の
友
邦
ε
し
て
の
吾

々
の
責
任
て
あ
る
ご
信
ず
る
.

ロ

多
く
硲
.米
人
は
我
国
を
以
て
以
前
の
凋
逸
及
露
国
ざ
共
に
世
界

の
軍
国
主
義
を
代
表
す

る
も
の
ざ
信
し
、
此

の

如
き
國
民
か
米
国
に
多
敷
來
住
す
る
・
嘉

以
て
濃

な
b
蔵

し
セ
こ
嘉

、
渦
虫
に
於
て
米
国
の
排
日
覇

の
重
要
の
理
血
こ
な
っ
て
居
た
や
う
て
あ
乃
。
我
國
を
似
て
以
前
の
猫
露
の
如
き
軍
國
主
義
的
国
家
適
す
み

こ
・̀

底
固
よ
り
正
當

の
見
解

て
な

い
.
我
困
民
は
日
露
戦
争
ま
て
は
常
に
濁
逸

ε
結

ひ
付
き
た
る
露
国
の
極
東
侵
略
策

の
矯
め
に
脅

か
さ
れ
・
叉
日
露
馨

以
後
は
資
本
の
過
響

苦
し
め
る
先
進
国
か
露
国
の
兵
力

に
代
は
り
、
其
財

.

力
を
以
て
幼
稚
な
る
極
東
方
面
に
勢
力
範
園
を
制
馭
し
、
結
局
武
力
的
侵
略
ご
同
様

の
結
果
を
生
せ
し
め
ん
ε
す

る
こ
蕊

鈍

し
て
非
常

の
脅
威
を
威
し
、
有
ゆ
る
手
段
に
訴

へ
て
之
に
謝
梳

せ
を

し
た
の
て
功

っ
て
、
其
手
段

か
騎
虎

の
勢
に
由
り
塾

　

肇

に
移
・
嫌

の
あ
・
場
合

に
、
罠

は
嘗

之
義

難

し
た
。
以
前
我
国
・
於



.

L

て
国
民

の
官
僚
政
治

に
封
ず

る
不
断
の
攻
撃

の

一
大
原
因
は
實

に
此
の
如
き
意
味
を
有
七
た
の
て
あ
る
勲
併
し
国

際
間
に
於
て
互
に
理
解
し
同
情
す
る
こ
蓬
は
甚
だ
困
難
な
事
柄
て
あ
る
か
ら
、
米
国
民
か
俄
國
に
劃
し
て
此
の
如

き
誤
解
を
有

し
た
る
は
怪
む
を
要
し
な
い
。
特
に
米
国
は
過
去

に
於
て
国
防

か
甚
だ
不
充
分
て
み

つ
π
か
ら
、
日

本
人
の
移
住

に
謝
し
て
不
安
を
威
し
た
こ
己
は
當
然
て
あ
る
か
、
欧
洲
戦
争
以
來
米
國
の
事
情

か
激
熨
し
た
爲
め
、

今
日
の
日
本
人
は
米
国
の
極
東

に
劃
す
る
脛
濟
的
武
力
的
帝
国
主
義
の
跋
扈
す

る
危
険
を
怒
る

、
こ
ご
、
恰
も
以

前

に
露
國
の
武
力
的
帝
国
主
義

に
脅

か
さ
れ
た
ε
同
様
の
涙
を
呈
し

つ
.、
あ

る
こ
ご
を
.
吾

々
は
藪
に
率
直

に
米

国
人
に
告
げ
ね
は
な
ら
組

7

我
国
は
国
防

に
必
要
な
る
鎮
を
宿
せ
す
、
艦
隊

の
運
動
を
有
効
な
ら

し
む
る
に
必
要
の
石
油
も
甚
だ
不
充
分
て

め
り
、
叉
新
時
代
の
戦
争

に
必
要
な
る
大
規
模

の
工
業
動
員
を
行
ふ
に
は
、
工
業

の
獲
遠

か
伺
ほ
甚
だ
不
充
分
て

め
る
こ
ε
は
、
國
民

一
般

の
深
く
威

し
つ
玉
あ
る
所
で
あ

る
。
從

っ
て
今
月
の
我
國
民
は
軍
備
を
以
て
必
要
止
む

、を
得

さ
る
防
禦
手
段
ε
認
む
る
も
、
之
を
以
て
積
極
的
獲
展
の
手
段
ご
見
倣
す
思
想

は
存
在
し
な
い
。
又
雫
和
倉

議
の
決
定
せ
る
國
際
聯
盟
の
規
定
か
甚
だ
不
完
全
て
あ
る
こ
ε
を
認
め
乍
ら
も
、
国
民
は
此
の
如
.き
世
界
の
李
和

を
保
障
せ
ん
ピ
す

る
制
度

の
成
立
に
劃
し
て
は
衷
心
よ
り
之
を
歓
迎
し
て
居

る
。
固
よ
り
我
国
に
今
尚

ほ
軍

団
主

義
的
勢
力
か
幾
分
か
存
在
す
る
こ
ε
を
拒
む
を
得
な

い
か
、
此
勢
力
た
る
實
に
國
民

か
懐
く
所

の
如
上
の
勤
外
不

安
の
念

に
依
頼
し
て
僅
か
に
存
縛
す

る
も
の
て
あ
っ
て
、
而
も
此
不
安

の
原
因
た
る
や
今
日
は
主
ε
し
て
米
国
の

時
事
問
題

米
国
の
月
本
移
民
問
題

第
+
巻

(第
五
號

六
一
V

六
五
七

、

一.. 一一.



時
事
問
題

米
国
の
日
本
移
民
問
題

第
+
巻

(第
五
號

六
二
)

六
五
八

態
度

に
存
す
る
こ
ご
も
拒
ま
れ
な

い
事
實
て
あ
る
。
戦
後
隊
洲
の
諸
大
國
は
軍
備

の
制
限
に
努
力
し
つ
、
あ
る
に

係
は
ら
す
、
凋
り
米
国
か
急
速
力
を
以
て
偉
大
な
る
海
軍
を
建
設
し
、
且

つ
大
卒
洋
に
於
け
る
諸
領
地
の
防
備
に

五
大
の
経
費
を
捜
し

つ
、
あ

る
ピ
同
時
に
、
、
国
際
聯
盟

に
…罰
し
俄
か
に
冷
淡
の
態
度
を
探

る
に
至

っ
た
こ
ε
は
、

決
し
て
濁
り
日
本
国
民
を
し
て
不
安
を
威
ぜ
し
む
る
に
止
ま
ら
薄
い
。
久
し
か
ら
す
し
て
大
盃
洋
岸

の
諸
國
民
か

今
H
の
我
国
巴
回
し
程
度
に
米
国
の
脅
威
を
威
す

る
の
日
か
旅
惹
て
め
ら
う
。
今
日
米
国

に
封
し
て
は
無
限

の
信

任
を
示
し
づ

、
あ

る
か
如
ぐ
見
ゆ
乃
支
那
人
の
間

に
於
て
も
、
米
國
の
海
軍
ナ
膨
脹
に
封
ず

る
疑
戚
の
念
の
崩

し

の

っ
、
あ
る
こ
ξ
を
獲
見
す
る
に
難
く
な
い
。
米
人
は
極
東

に
於
け
る
我
国
の
行
動
を
総
て
攻
撃
的
意
思
に
出

つ
る

も
の
＼
如
く
解
し
、
實
際

に
鳳
防
衛
的
意
思
の
獲
動

に
外
な
ら
臓
こ
己
を
解
し
得
な
い
や
う
て
あ
る
か
、
便
り
に

.

地
を
代

へ
て
日
本

の
宣
激
師
新
聞
記
者
の
多
数
か
米
国
南
部
の
黒
人
州

に
入
り
、
米
人

の
虐
待

に
勤
し
黒
人
を
保

護
す

る
こ
ε
か
日
本

の
天
職
て
あ
る
か
如
く
主
張
し
、
光
國
の
封
黒
人
政
策
に
無
理
解
の
批
評
を
下
だ
す

こ
ε
、

恰
も
今
日
米
人

の
朝
鮮
.に
於
け
る
か
如

き
歌
を
呈
し
、
叉
は
日
本

の
公
人
私
人
か
多
数
墨
西
其
に
入

っ
て
同
国
人

の
反
米
威
惰
を
煽
動
す
る
こ
ご
、
恰
も
今
日
米
人
か
支
那
に
入

っ
て
不
謹
愼

の
行
動
を
爲
す

か
如
く
て
あ

っ
π
な

ら
は
、
米
人
は
果

レ
て
如
何
な
る
威
を
生
す

る
て
あ
ら
う
。
吾

々
は
米
国
の
驚
く

へ
き
海
軍
据
眼
に
謝
し
張
て
抗

も

ロ

議

せ
ん
ビ
す

る
着

て
は
な

い
か
、
此
海

軍
振

張
を
理

由
付
け
て
米
國
民

一
般
の
同
意
を
求
む
る
爲
め
米
国
に
於
.

け
る

一
部
の
人
士

か
我
国
を
以
て
侵
略
的
野
心
を
有
し
且

つ
侵
略
の
實
力
を
も
備
ふ
る
も
の
、
如
く

一
般
木
國
人



に
信

せ
し
.め
ん
ε
レ
、
我
国

に
饗
し
て
往
々
不
謹
慎

の
言
議
を
逞
ふ
す

る
こ
だ
に
濁
し
て
吾

々
は
抗
議
す

る
の
権

利
か
あ
る

凡
そ

一
國
に
於

て
内

部
の
岡

争

か
盛
ん
こ
な
れ
る
場

合
に
、
國
民

の
結

束
を
固
く
す
る
爲
め
晟
心
を
外
部
に

轄
同
せ
し
め
ん
こ
す
る
の
敬
策
は
古
家
各
國

に
於

て
殆
ん
ε
本
能
的

に
行
は
る

、
所
で
あ
り
、
特

に
短
見
な
る
政

治
家
は
妄
り
に
此
種

の
政
策
を
.弄
し
て
国
際
間
の
季
和
を
撹
齪
す

お
の
弊
に
陥
り
.易
い
も
の
て
め
る
。
戦
前

に
於

て
凋
逸
や
露
西
亜
か
侵
略
主
義
を
探

っ
た
重
大
原
因
の

一
は
、
國
内

に
於
て
.年
々
激
烈
こ
な
れ
る
肚
會
的
不
安
を

鎮
静
せ
ん
ε
す

る
こ
ε
て
あ

っ
た
。
莫
國
t
於
て
も
戦
争
の
初

め
に
は
貴
族
富
豪

の
子
ご
勢
働
者

こ
か
寝
食
を
共

に
し
、
相
扶
け
て
租
國
の
防
衛
に
當

る
こ
ε
か
、
從
來
の
階
級
的
疎
隔
を
除
き
て
肚
會
的
牛
和
を
齎
ら
す
も
の
て

あ
る
ε
云
ふ
か
如
き
説

の
多
く
現
は
れ
た
こ
ε
を
見
れ
ば
、
英
國
の
参
戦
に
ム
幾

分
か
此
種
の
政
策
的
意
義
か
交

は
つ
て
居
た
や
う
て
あ
る
。
既

に
本
誌
に
於

て
諭
し
た
如
く
支
那
の
目
下
の
排
日
運
動
の
如
き
も
.
年
来
の
混
沌

た
る
内
争
よ
り
脱
出
す
る
か
爲
め
、排
日
運
動
を
盛
ん
に
し
て
汎
く
厨
民
釣
橋
棘
を
鼓
舞
せ
ん
ざ
す

る
の
思
想

か
、

蕪
涙
.心
に
左
右
せ
ら
れ
さ
る
青
年
愛
国
者
の
問
に
現
は
れ
て
居
る
。
目
下
米
国
に
於
て
過
激
な
る
肚
曾
的
運
動
か

起

っ
て
人
.心
を
不
安
な
ら
し
め
て
居
る
か
ら

、
或
は
其
政
治
家
の
内
に
は
民
心
を
外
部
に
向
は
し
め
、
就
中
竹
本

価

、

に
封
ず

る
敵
愾
心

を
昂
奮

せ
し
む
る

こ
ε

に
由
り

、
園
内

の
肚
會
的
圃
争

を
鎭
翻

せ
し
め

ん
ε
す

る
者

か
起

る
か

も
知
れ

鳳
。
之

ε
同
時

に
我
國

に
於

て
も
昨
年
來
急
速

に
耐
會
的

不
要

か
起
り

つ
、
あ

る
か
ら
、
我
.國

の
政

治
家

時
事
腎
題

米
国
の
日
本
移
民
問
恩

・

第
十
巻

(第
五
號

六
三
)

六
五
九

嘲

℃



時
事
問
題

米
国
の
日
本
費

問
題

単

巻

(第
五
號

六
四
)

室

ハ。

串

に
も
同
様
の
手
段
を
探
ら
ん
ε
す

る
者
か
現
は
れ
る
か
も
知
藍

。
耕
し
乍
ら
此
肇

は
姑
息
な
る

蒔

の

・

魔
欝

方
法
て
あ

っ
て
不
當

に
他
筆

害
す
る
の
み
な
ら
す
、
自
国
の
.肚
會
票

安
の
防
止
に
も
何
葉

績
的
効

果
を
生
す

る
も
の
て
奄

、
却

っ
て
盆
之
を
甚
し
か
ら

し
む
る
拙
策

て
み
る
壱

は
、
現
に
欧
洲
戦
争

暴

加
し

藷

國
の
肚
會
的
不
安

の
戦
後
簸

嬉

進
し
華

實
を
見

て
も
明
か
て
あ

・
。
口
米
両
国
民
は
此

の
如
き
短
見

な
る
政
策

の
爲
め
に
自
他
を
害
す
る
の
危
険
に
射
し
此
際
大
に
警
戒
せ
ね
は
雌
ら

澱

日
本
に
於
け
る
己
回
し
く
米
國
に
於
て
も
保
守
的
な
帝
国
主
義
的
意
見
か
或
程
度

の
勢
力
を
有
す

る
こ
ε
は
争

は
れ
な

い
・
只
把
此
讐

關
す

る
両
国
の
差
異
は
、
我
國
に
於
て
は
最
早
此
主
義
か
衰
退
期

に
入
b

つ
・
あ
る
に

反
し
・
湘
國
に
於

て
は
馨

参
加
の
矯

め
に
初
め
て
有
効
な
る
軍
備
を
有
す

る
量

っ
た
・
ざ
、
、
此
戦
争

の
爲

め
海
外
に
.投
下
し
得

へ
き
五
大

の
資
力
を
積
み
得
た
る
て
ε
、
に
由

っ
て
、
帝
国
主
義
か
新
な
に
生
長
せ
ん
ε
し

つ
Y
あ
る
こ
ξ
て
あ
る
。
併
し
帝
國
主
義
な

る
も
の
、
本
質
は
曾
て
本
誌
に
諭
し
π
如
く
国
際
間

に
於
け
る
専
制

主
義
て
あ
る
・
故

に
今
日
の
和

ぐ
.後
進
の
国
民
民
族
か
急
速
に
畳
醒
す
る
に
從
ふ
て
國
際
間

に
も
デ

モ
ク
ラ
マ

を
劉
行
ず

る
こ
ど
か
必
要
ε
な
る
は
、
恰
も

一
園
内

に
於
て
下
層
階
級
の
畳
醒
に
俘
ひ
政
治
上
耽
會
上
に
ブ

モ
ク

ラ
シ
ー
を
必
要
ε
す

を
ε
異
な
ら
虹
。
帝
国
主
義
は
十
九
世
紀

に
於
け
る
が
如
く
二
十
世
紀
に
於
て
も
世
界
人
類

の
美
星

活
を
支
配
す
る
の
勢
力
た
る
こ
ε
は
不
可
能
て
あ

っ
て
.
果

圃
國

に
於
て
も
毘
醒
し

つ
・
あ
る
民
衆

賎
決
し
て
此
主
義
を
擁
護
せ
ん
ご
す

る
も
の
て
は
な

い
。
故
に
移
民
問
題
支
那
問
題
等
に
關
七
日
米
両
國
の
問
に



＼

.

印り

於
け
る
從
來
の
疎
隔
を
除
き
、
世
界
の
中
和
確
立
に
劃
し
て
相
共
に
協
力
す
る
か
矯
め
に
は
、
.是
非

ε
も
両
國
の

.

畳
醒
せ
る
民
衆
か
相
互
を
理
解
す
る
こ
ピ
が
出
來
な
C
て
は
な
ら

漁
。
.此
目
的
の
爲
め
に
は
国
民
的
意
思
を
疏
通

す
る
に
付
て
從
來
よ
b
も
更

に
有
効
な
る
方
法
か
設
け
ら
れ
ね
は
な
ら
阻
σ
後
来
の
意
思
疏
通
の
方
法
は
飴
b
に

断
片
的
て
あ
り
、
又
偏
見
を
有
す
る

一
部
人
士
の
仲
介

に
出
て
事
實

の
眞
相
か
国
民
の
耳
目
に
遙
す
る
こ
ご
か
.田

家
難

か
っ
た
。
英
国
政
府
か
封
印
度
政
策
を
決
ザ

る
に
方

っ
て
印
度
在
住
の
英
人
の
意
見
を
偏
重
す
る
ε
き
は
失

敗
に
終
る
こ
ε
か
多
か
っ
た
コ
.我
國
か
野
支
那
政
策
を
定
む

る
に
付
で
も
支
那
在
住
の
邦
人
即
ち
支
那
通
ご
稠
す
.

る
者

の
意
見
を
圭
た
ろ
媒
介

ε
し
て
支
那
を
観
察
し
π
爲
め
に
失
敗
し
た
例
か
多

い
。
.米
国
か
極
東
歌
策

を
定
め

.

る
に
方

っ
て
も
鯨
り
に
多
ぐ
極
東

に
在
住
す
る
米
人
の
意
見
に
重
き
を
直
ぐ
の
誤
b
に
陥
る
;
匠
を

避
け
ね

は
な

ら
鳳
。

O

時
事
問
題
.

漂
國
の
日
本
移
民
問
題
.

,

第
十
巻

(第
五
競

六
五
)
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